
第 2回  輸血      検査研究班班会議議事録 

 

１ 日  時 ： 平成 30年 7月 1 日      12 時 15分 ～ 12 時 45 分 

２ 場 所 ：     東武医学技術専門学校        

３ 出席者 ：   山田攻、渡邉一儀、久保居由紀子、伊藤佳世、小林真弓、長谷川卓也、

宮澤翔子、野呂光恵 、小原佑太       

             

４ 欠席者 ： なし   

  

５ 議事内容（用紙不足の場合は欄右上にＮｏを記入し追加使用下さい）  

                                                       Ｎｏ  1      

1）前回のトラブルについて 

前回の受付時にデータが一部消失した。データ消失の人数確認をした後で理事に報告し

たが、遅いとクレームがあった。同時期一般のデータが全て消失したこともあり、事象

については重く受け止められている。原因としては現在のソフトが使用中に更新するこ

とがあるためで、使用時にはこまめにセーブをするのがよいと思われる。登録できなか

った数名の会員は HPや会場で連絡を呼びかけた。 

2）受付用 PCの購入について 

定期総会：6 月 8 日（金）にて研究班管理による受付用 PC の購入について説明があっ

た旨を報告した。輸血研究班では購入の方向で検討する。 

3) 輸血検査実技研修会について 

  午前中の実技研修会について進捗状況を確認した。午後の講演についても協議した。 

4）9月研修会について 

  9月 20日（木）大宮ソニック 603  『血液凝固と FFP輸血』。山本先生と山田班長が事

前に連絡をとり、講師料、交通費、講演内容等を確認したうえで依頼状を準備する。    

5) 10月研修会について 

10月 31日（金）大宮ソニック 602『解離法 いちから解説』。昨年好評だった消去法に

ついても触れる。講師はバイオラッドの柿沼氏が有力である。 

6) 11月研修会について 

  11 月は区分を基礎として、自己血や自己生体接着剤の作成とする。講師については再

度連絡するが、テルモと旭化成の学術の予定である。 

7) 首都圏支部・関甲信支部輸血検査伝達講習会について 

   事実上東京都の開催となり、埼玉県は実務委員の派遣で対応する。何名くらい協力とな

るかは未定である。9月から参加者募集の予定である。 

次回研究班会議予定：平成 30年 10月 31 日：ソニックシティ 602                            

                             

                                  提出日 平成 30 年 7 月 1 日   

文責：小原 佑太  


